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Ⅰ 

第１問 

問１  (a) １：① 

 (b) ２：④ 

問２   ３：① 

問３  (a) ４：⑥ 

 (b) ５：⑥ 

問４  (a) ６：⑤ 

 (b) ７：① 

 (c) ８：③ 

 

第２問 

問１   １：② 

問２  (a) (ⅰ) ２：⑥ 

  (ⅱ) ３：① 

  (ⅲ) ４：② 

 (b) ５：⑤ 

 (c) ６：① 

 (d) ７：③ 

 (e) ８：① 

 

第３問 

問１  ② 

問２  ⑥ 

問３  A：①，B：④，C：③ 

問４  ② 

問５  F：①，G：⑤ 

 

Ⅱ   

問１  MnO2 

問２  触媒 

問３  物質名：二酸化炭素，化学式：CO2 

問４  物質名：安息香酸，構造式： 

 

問５  構造式： 

 

問６  6.1 g 

問７  濃塩酸は酸であるから触媒にはなるが，濃塩酸は脱水作用が濃硫酸に比べて小さいので，エステルの収率

は下がってしまう。 

 



講評 
 

 理科 2 科目で 120 分，各 100 点。解答形式は例年通り，Ⅰが選択マーク式，Ⅱが記述式。 

 

Ⅰのマーク式は，第 1 問から第 3 問までの中問に分かれている。 

第 1 問の小問 6 題は，確実に得点したいところ。問 2 のコロイドでは，①は分散コロイドでは

なく，分子コロイドである。問 4 の錯塩は，  3 5 2Co(NH ) Cl Cl のことであろう。小問 3 題の計算

はきれいに求められるので，紛れは少ない。 

第 2 問の気体の密度に関する計算問題 7 題は，順天堂らしいスピードが要求されるものであっ

た。酸素と密度の比較では，同温同圧だから，分子量（酸素と混合気体）を比較すれば良いこ

とに気づけば，案外スタスタと解答できる。 

第 3 問は，エノール型エステルの加水分解に関する小問 5 題，マーク数 8 つの有機。構造式の

選択肢が 9 つと 6 つと多いので，やはり手際の良さが必要である。時間さえあれば，という受

験生もいたと思う。 

Ⅱは過マンガン酸カリウムによるトルエンの酸化反応について，知識と計算の小問 7 題。問 5 ま

では知識なので，答えられる受験生は多いと思われるが，Ⅰから順に解いてきた受験生には時

間的に相当きつかったであろう。 

 

 大学側が要求しているスピードなどは例年並みといえる。浪人生が有利になる有機分野の出題

はなかったので，十分な過去問演習をしてきた受験生なら，現役でも例年並みに得点できたと思

われる。 
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